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１．調査概要  

 

■調査目的  

中之条町では、快適で住みよいまちの実現を目指し、各種事業に取

り組んでいる。  

今後のまちづくりに反映し活かしていくため、このアンケート調査

を実施し、町民の方々のニーズを把握の上、町政運営の参考、今後の

行政の指針となる新しい「次期総合計画」の策定及び関連計画におけ

る貴重な基礎資料として活用し、各種施策・事業の改善などを進める

ことを目的とする。  

 

■調査方法  

・対象：中之条町在住。 18歳以上  

・抽出方法：層化無作為抽出［地区別、年齢別、性別］  

・配布及び回収方法：配布は郵送。回収は２つの方法（郵送及びURL又

はＱＲコードからアクセスしてWEBに入力）  

 

■回収結果  

発送数  回収数  回収率  

1,400票  628票  44.9％  

▽配布日     ：７／１６   

▽名目上の締切日： ８／２３  ※ ア ン ケ ー ト 票 に 記 し た 回 収 日  

▽最終的な回収日： ９／１９  
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１．男性

41%
２．女性

52%

３．回答しない

1%

無記入

6%

選 択 肢
票　数
（票）

割　合
（％）

１．男性 258 41.1

２．女性 326 51.9

３．回答しない 5 0.8

無記入 39 6.2

合　計 628 100.0

１．18～29才

8%

２．30～39才

7%

３．40～49才

9%

４．50～59才

13%

５．60～69才

22%

６．70才以上

39%

無記入

2%

選 択 肢
票　数
（票）

割　合
（％）

１．18～29才 49 7.8

２．30～39才 44 7.0

３．40～49才 57 9.1

４．50～59才 84 13.4

５．60～69才 141 22.5

６．70才以上 242 38.5

無記入 11 1.8

合　計 628 100.0

２．集計結果  

 

 

 

 

 

［基本属性］  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ａ  はじめに、あなたについてお聞きします  

ア．あなたの性別は？  

イ．あなたの年齢は？  
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１．自宅

14%

２．町内

46%
３．東吾妻町

16%

４．高山村

2%

５．その他郡内

5%

６．渋川市

5%

７．前橋市

4%

８．高崎市

1%

９．その他

4%

無記入

3%

１．中之条地区

60%
２．沢田地区

20%

３．伊参地区

5%

４．名久田地区

9%

５．六合地区

5%
無記入

1%

選択肢
票　数
（票）

割　合
（％）

１．中之条地区 375 59.7

２．沢田地区 126 20.1

３．伊参地区 28 4.5

４．名久田地区 59 9.4

５．六合地区　　　 31 4.9

無記入 9 1.4

合　計 628 100.0

選 択 肢
票　数
（票）

割　合
（％）

１．自宅 50 14.0

２．町内 165 46.3

３．東吾妻町 56 15.7

４．高山村 7 2.0

５．その他郡内 18 5.1

６．渋川市 19 5.3

７．前橋市 12 3.4

８．高崎市 4 1.1

９．その他　　　 15 4.2

無記入 10 2.8

合　計 356 100.0

選 択 肢
票　数
（票）

割　合
（％）

1．農林業 　　 29 4.6

２．商工業・サービス業の自営 36 5.7

３．自由業・フリーランス 16 2.5

４．会社員、団体職員 129 20.5

５．公務員、教職員 32 5.1

６．パート、アルバイト 99 15.8

７．主夫・主婦 61 9.7

８．学生 15 2.4

９．無職　　　 180 28.7

10．その他　　 15 2.4

無記入 16 2.5

合　計 628 100.0

1．農林業

5%
２．商工業・サービス業の自営

6%

３．自由業・フリーランス

2%

４．会社員、団体職員

20%

５．公務員、教職員

5%

６．パート、アルバイト

16%

７．主夫・主婦

10%

８．学生

2%

９．無職

29%

10．その他

2%

無記入

3%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ウ．あなたの職業は？  

エ．（ウで１～６， 10 とお答えの方）その仕事場はどこですか？  

オ．あなたの住んでいる地区は？  
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選 択 肢
票　数
（票）

割　合
（％）

１．生まれたときから 250 39.8

２．5年未満　 18 2.9

３．5年以上10年未満 21 3.3

４．10年以上20年未満 47 7.5

５．20年以上 284 45.2

無記入 8 1.3

合　計 628 100.0

１．生まれたときから

40%

２．5年未満

3%

３．5年以上10年未満

3%
４．10年以上20年未満

8%

５．20年以上

45%

無記入

1%

 

 

 

  

カ・あなたは中之条町に住んで何年ですか？  
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1．感じる
2．どちらか
といえば感
じる

3．どちらと
もいえない

4．どちらか
といえば感
じない

5．感じない 無記入 合計

１．18～29才 9 19 12 7 1 1 49

２．30～39才 7 19 9 5 3 1 44

３．40～49才 19 18 15 2 2 1 57

４．50～59才 16 40 18 4 4 2 84

５．60～69才 44 48 29 2 6 12 141

６．70才以上 103 63 48 7 9 12 242

無記入 2 1 2 0 1 5 11

合　計 200 208 133 27 26 34 628

１．18～29才

２．30～39才

３．40～49才

４．50～59才

５．60～69才

６．70才以上

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1．感じる

2．どちらかといえば感じる

3．どちらともいえない

4．どちらかといえば感じない

5．感じない

無記入

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体的にみると、誇りや愛着を「感じる」と「どちらかといえば感じ

る」が多くなっている｡中之条町に誇りや愛着を感じる割合は 65％となっ

ている。  

年齢別にみると、誇りや愛着を「感じる」と「どちらかといえば感じ

る」の合計の割合は、年齢が高くなるにつれて増加している。  

Ｂ

Ａ  

中之条町の印象・あなたの日々の暮らしについてお伺いします  

あなたは、中之条町に誇りや愛着を感じますか？ 
あてはまる番号１つに○印を付けてください。  

問１  
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今 回

［令和６年度］

令和元年度

平成26年度

平成16年度

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1．感じる 2．どちらかといえば感じる

3．どちらともいえない 4．どちらかといえば感じない

5．感じない 無記入

  

誇りや愛着を「感じる」と「どちらかといえば感じる」の割合が微減

の傾向にある。  

経
年
変
化 
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1．とても住
みよい

2．まあ住み
やすい

3．普通
4．やや住み
にくい

5．とても住
みにくい

無記入 合計

１．18～29才 2 14 18 14 1 0 49

２．30～39才 3 15 15 8 3 0 44

３．40～49才 6 22 18 6 5 0 57

４．50～59才 2 33 30 14 4 1 84

５．60～69才 14 57 52 12 4 2 141

６．70才以上 35 112 72 18 4 1 242

無記入 0 3 1 1 1 5 11

合　計 62 256 206 73 22 9 628

１．中之条地区 43 169 112 39 11 1 375

２．沢田地区 11 49 45 16 3 2 126

３．伊参地区 3 9 9 4 3 0 28

４．名久田地区 4 22 26 6 1 0 59

５．六合地区 1 6 13 7 3 1 31

無記入 0 1 1 1 1 5 9

合　計 62 256 206 73 22 9 628

１．18～29才

２．30～39才

３．40～49才

４．50～59才

５．60～69才

６．70才以上

１．中之条地区

２．沢田地区

３．伊参地区

４．名久田地区

５．六合地区

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1．とても住みよい 2．まあ住みやすい 3．普通

4．やや住みにくい 5．とても住みにくい 無記入

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体的にみると「まあ住みやすい」が最も多くなっている。  

年齢別にみると、 70才以上において「とても住みよい」と「まあ住み

やすい」の合計の割合が高くなっている。  

地区別にみると、中之条地区において「とても住みよい」と「まあ住

みやすい」の合計の割合が高くなっている。中之条町を住みやすいとこ

ろだと感じる人の割合は、 50.6％となっている。  

あなたは、中之条町を住みやすいところだと思いますか？ 
あてはまる番号１つに○印を付けてください。  

問２  
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令和６年度

［今 回］

令和元年度

平成26年度

平成16年度

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.とても住みよい 2．まあ住みやすい 3.普通

4.やや住みにくい 5.とても住みにくい 無記入

  

「とても住みよい」と「まあ住みやすい」の合計の割合は、微増の傾

向にある。「やや住みにくい」と「とても住みにくい」の合計の割合は

減少に転じている。  

経
年
変
化 
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１．18～29才

２．30～39才

３．40～49才

４．50～59才

５．60～69才

６．70才以上

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1．ずっと住み続けたい 2．当分は住み続けたい

3．どちらともいえない 4．できれば町外に転居したい

5．町外へ転居したい 無記入

1．ずっと住み
続けたい

2．当分は住
み続けたい

3．どちらとも
いえない

4．できれば
町外に転居し
たい

5．町外へ転
居したい

無記入 合計

１．18～29才 7 12 17 7 6 0 49

２．30～39才 15 15 8 4 2 0 44

３．40～49才 19 23 11 1 3 0 57

４．50～59才 40 24 13 5 1 1 84

５．60～69才 85 35 18 3 0 0 141

６．70才以上 167 40 22 8 2 3 242

無記入 2 1 1 0 2 5 11

合　計 335 150 90 28 16 9 628

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体的にみると、「ずっと住み続けたい」が最も多くなっている。中

之条町に住み続けたいと思う人の割合は、 77.2％となっている。  

年齢別にみると、「ずっと住み続けたい」と「当分は住み続けたい」

の合計の割合は、年齢が高くなるにつれて高くなっているが、 18～ 29才

は「どちらともいえない」が最も高い割合になっている。  

あなたはこれからも中之条町に住み続けたいと思いますか？ 
あてはまる番号１つに○印を付けてください。  

問３  
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令和６年度

［今 回］

令和元年度

平成26年度

平成16年度

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.ずっと住み続けたい 2.当分は住み続けたい

3.どちらともいえない 4.できれば町外に転居したい

5.町外へ転居したい 無記入

 

  

「ずっと住み続けたい」と「当分は住み続けたい」の合計の割合は、

微減から横ばいの傾向にある。  

経
年
変
化 

※ 平 成 16年 度 及 び 平 成 26年 度 は 、 「 5.町 外 へ 転 居 し た い 」 は 選 択 肢 に 存 在 し な

い 。 そ の 割 合 は 低 い が 注 意 す る 必 要 が あ る 。  
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１．18～29才

２．30～39才

３．40～49才

４．50～59才

５．60～69才

６．70才以上

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1．良好な住環境(街路 交通の便)が整備されれば 2．通勤や通学が便利になれば

3．家賃や物価が安い居住環境が整備されれば 4．ショッピングができるようになれば

5．働き口（雇用）を確保できれば 6．公共料金が低下すれば

7．その他

1．良好な住
環境(街路 交
通の便)が整
備されれば

2．通勤や通
学が便利にな
れば

3．家賃や物
価が安い居住
環境が整備さ
れれば

4．ショッピン
グができるよ
うになれば

5．働き口（雇
用）を確保で
きれば

6．公共料金
が低下すれば

7．その他

合計

１．18～29才 26 20 8 19 19 9 5 106

２．30～39才 11 10 6 14 12 8 5 66

３．40～49才 25 12 12 16 18 15 6 104

４．50～59才 24 8 11 14 19 19 8 103

５．60～69才 30 5 11 22 17 15 8 108

６．70才以上 38 7 8 22 9 10 9 103

無記入 3 1 2 3 1 3 1 14

合　計 157 63 58 110 95 79 42 604

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体的にみると、｢良好な住環境（街路､交通の便）が整備されれば｣

が最も多く、次いで｢ショッピングができるようになれば」が多くなっ

ている。  

年齢別にみると、 30～ 39才は､｢ショッピングができるようになれば」

の割合が高くなっている。  

（2～5と答えた方へ)どの条件が改善されれば住み続けることを考えます

か？ あてはまる番号すべて選んでください。 

問３  

－ａ  
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1．良好な住環境(街路 交通の便)が整備されれば

2．通勤や通学が便利になれば

3．家賃や物価が安い居住環境が整備されれば

4．ショッピングができるようになれば

5．働き口（雇用）を確保できれば

6．公共料金が低下すれば

7.情報網（高速ブロードバンド等）が整備されれば

8.住めない理由がある

9.その他

0 10 20 30 40
（％）

令和６年度

［今 回］
令和元年度

平成26年度

平成16年度

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

良 い （ 好 き な ） と こ ろ  悪 い （ 嫌 い な ） と こ ろ  

（ 別 紙 ）  （ 別 紙 ）  

  

｢良好な住環境（街路､交通の便）が整備されれば｣の割合が最も高い

状況が続いている。  

次いで割合が高い理由をみると、平成 16年度及び平成 26年度は「働き

口（雇用）を確保できれば」だったが、令和になると｢ショッピングが

できるようになれば」が増加している。  

経
年
変
化 

中之条町の良い（好きな）ところ、悪い（嫌いな）ところは、何

（どこ）ですか？それぞれご自由にお書きください。  
問４  

※ 平 成 16年 度 及 び 平 成 26年 度 は 、 「 情 報 網 （ 高 速 ブ ロ ー ド バ ン ド 等 ） が 整 備 さ れ れ ば

」 及 び 「 住 め な い 理 由 が あ る 」 が 選 択 肢 に あ っ た 。 そ の 割 合 は 低 い が 注 意 が 必 要 で

あ る 。  
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ア．食品や雑貨品などの日用品の買い物

イ．衣料品や家電製品などの買い物

ウ．外での飲食

エ．趣味を活かすための学習や練習

オ．レジャー施設での遊び

カ．かかりつけの病院や医院

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1．町内 2．東吾妻町 3．その他郡内 4．渋川市

5．前橋・高崎方面 6．東京方面 7．その他 8．ネットショッピング

9．宅配 無記入

1．町内
2．東吾妻
町

3．その他
郡内

4．渋川市
5．前橋・
高崎方面

6．東京方
面

7．その他
8．ネット
ショッピン
グ

9．宅配 無記入 合計

ア．食品や雑貨品などの日用品の買い物 478 107 5 11 9 0 0 2 4 12 628

イ．衣料品や家電製品などの買い物 212 81 10 73 188 2 1 41 1 19 628

ウ．外での飲食 233 66 13 89 161 3 22 0 0 41 628

エ．趣味を活かすための学習や練習 222 15 18 33 106 10 61 0 0 163 628

オ．レジャー施設での遊び 72 3 36 29 214 60 54 0 0 160 628

カ．かかりつけの病院や医院 265 188 14 70 60 2 13 0 0 16 628

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「日用品の買い物」は、「町内」が 70％を超え高い割合になっている｡ 

「かかりつけの病院や医院」は、「町内」及び「東吾妻町」が高い割

合になっている。  

「衣料品や家電製品などの買い物」、「外での飲食」及び「レジャー施

設での遊び」は、「町内」及び「前橋・高崎方面」が高い割合になって

いる｡「趣味を活かすための学習や練習」は、「町内」が高い割合になっ

ている。  

あなたは次のような買い物等をする時は、主にどこに行きますか？  
それぞれの項目について〇印を付けてください。  

問 5 

－１  
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単位：％

増減率 1．町内 2．東吾妻町 3．その他の郡内 4．渋川市
5．前橋・高崎方

面
6．東京方面

ア．食品や雑貨品などの日用品の買い物 対５年前 25.4 -23.4 -0.2 -1.3 -0.4 0.0

対10年前 39.6 -37.1 -0.5 -0.1 -1.8 -0.1 

イ．衣料品や家電製品などの買い物 対５年前 18.7 -7.0 0.2 2.9 -12.6 -1.1 

対10年前 23.9 -2.4 0.5 -1.8 -20.7 -1.9 

ウ．外での飲食 対５年前 12.0 -4.8 -2.4 0.8 -4.6 -0.1 

対10年前 15.6 -6.1 -1.7 -2.6 -8.0 -0.1 

エ．趣味を活かすための学習や練習 対５年前 -7.0 -0.7 -2.1 0.3 4.8 -0.5 

対10年前 -4.8 -0.8 -0.6 0.1 -1.3 -1.2 

オ．レジャー施設での遊び 対５年前 -4.0 -0.4 -2.6 1.9 9.4 -0.7 

対10年前 -0.9 -0.8 -0.5 1.3 2.6 -1.7 

カ．かかりつけの病院や医院 対５年前 2.8 -3.6 -0.7 1.6 1.8 -0.1 

対10年前 -0.8 -0.3 -3.1 1.8 3.7 0.3

 

  買物をどこに行くのか？を対５年前及び 10年前（％）で分析した結果

を示す。  

日用品は、対５年前で「町内」が約 25％増加し、「東吾妻町」が約 23

％減少している。さらに対 10年前で「町内」が約 40％増加し、「東吾妻

町」が約 37％減少している。  

衣料品や家電製品は、対５年前で「町内」が約 19％増加し、「前橋高

崎方面」が 13％減少している。さらに対 10年前で「町内」が約 24％増加

し、「前橋高崎方面」が約 20％減少している。  

外食は、対５年前で「町内」が約 12％増加し、対 10年前で約 16％増加

している。  

これらのことから、買い物や飲食は「町内」での需要がより高まって

いると考えられる。  

経
年
変
化 

■５年前及び 10 年前との比較  

※表中の着色表現について、 数値の 黒 は増加、 赤 は減少。網掛けは 黄 は特に増加、 橙色 は

特に減少。  
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満足
どちらかとい
えば満足

どちらともい
えない

どちらかとい
えば不満

不満 空白 合計

ア．食品や雑貨品などの日用品の買い物 124 243 141 37 17 66 628

イ．衣料品や家電製品などの買い物 52 124 142 123 94 93 628

ウ．外での飲食 46 117 162 116 73 114 628

エ．趣味を活かすための学習や練習 52 84 150 75 78 189 628

オ．レジャー施設での遊び 27 49 110 104 142 196 628

カ．かかりつけの病院や医院 69 122 133 98 116 90 628

ア．食品や雑貨品などの日用品の買い物

イ．衣料品や家電製品などの買い物

ウ．外での飲食

エ．趣味を活かすための学習や練習

オ．レジャー施設での遊び

カ．かかりつけの病院や医院

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満

 

 

 

 

 

 

 

  

「満足」と「どちらかといえば満足」の合計の割合についてみると、

最も割合が高いのは「日用品の買い物」になっており、買い物先は「町

内」が 70％を超え高い割合になっている｡ 

「どちからといえば不満」と「不満」の合計の割合についてみると、

最も割合が高いのは「レジャー施設での遊び」になっており、買い物先

は「前橋・高崎方面」が最も高くなっている。  

あなたは次のような買い物等をする時は、主にどこに行きますか？  

その買い物等を中之条町でするとしたら、どれほどの満足度が得ら

れますか？  それぞれの項目について〇印を付けてください。  

問５  

―２  



－16－ 

■対５年前

今　回
（％）

前　回
（％）

今回－前回
（％）

今　回
（％）

前　回
（％）

今回－前回
（％）

⤴良くなっている 58.4 51.4 7.0 ア．食品や雑貨品などの日用品の買い物 8.6 21.5 ▲ 13.0 ⤴良くなっている

⤴良くなっている 28.0 19.0 9.0 イ．衣料品や家電製品などの買い物 34.6 48.2 ▲ 13.6 ⤴良くなっている

⤴少し良くなっている 26.0 24.8 1.2 ウ．外での飲食 30.1 37.6 ▲ 7.5 ⤴良くなっている

⤵少し悪くなっている 21.7 23.4 ▲ 1.7 エ．趣味を活かすための学習や練習 24.4 28.6 ▲ 4.2 ⤴少し良くなっている

⤴少し良くなっている 12.1 11.7 0.4 オ．レジャー施設での遊び 39.2 43.8 ▲ 4.6 ⤴少し良くなっている

⤵少し悪くなっている 30.4 33.0 ▲ 2.5 カ．かかりつけの病院や医院 34.1 40.4 ▲ 6.3 ⤴良くなっている

■対１０年前

今　回
（％）

前々回
（％）

今回－前々回
（％）

今　回
（％）

前々回
（％）

今回－前々回
（％）

⤴非常に良くなっている 58.4 42.5 15.9 ア．食品や雑貨品などの日用品の買い物 8.6 30.4 ▲ 21.8 ⤴非常に良くなっている

⤴良くなっている 28.0 15.5 12.5 イ．衣料品や家電製品などの買い物 34.6 54.4 ▲ 19.8 ⤴非常に良くなっている

⤴少し良くなっている 26.0 22.6 3.4 ウ．外での飲食 30.1 41.1 ▲ 11.0 ⤴良くなっている

⤵少し悪くなっている 21.7 24.8 ▲ 3.2 エ．趣味を活かすための学習や練習 24.4 29.0 ▲ 4.6 ⤴少し良くなっている

ほぼ変わらず 12.1 12.1 ▲ 0.03 オ．レジャー施設での遊び 39.2 48.3 ▲ 9.1 ⤴良くなっている

⤵少し悪くなっている 30.4 33.2 ▲ 2.8 カ．かかりつけの病院や医院 34.1 37.7 ▲ 3.6 ⤴少しなっている

満足＋どちらかといえば満足 どちらかといえば不満＋不満

満足＋どちらかといえば満足 どちらかといえば不満＋不満

 

  
中之条町で買い物するとき、どれほどの満足度が得られるか？を対５

年前及び 10年前（％）で分析した結果を示す。  

まず、全体的に見ると、満足度が高まって不満が減る傾向で好ましい

結果になっている。  

特に日用品、衣料品や家電製品の買い物は、対５年前でも対 10年前で

も、満足度が増加して不満が減少しており、満足している状況がうかが

える。  

経
年
変
化 

■５年前及び 10 年前との比較  
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項　目 満足＋やや満足 項　目 やや不満＋不満

６．上水道の整備 65.8% 10．公共交通の利用のしやすさ 51.1%

２．騒音・振動・悪臭などの公害防止 61.9% ５．空き家の対策・整理・有効活用 48.9%

１．自然環境の保全 61.3% 36．中心市街地のにぎわいづくり 47.6%

３．ごみの収集やリサイクル処理 60.0% 31．病院や診療所などの医療環境 44.9%

７．下水道や排水路の整備 58.6% ９．道路の除雪 39.2%

30．健康づくりや病気の予防、健診や検診など
の保健活動 42.0% 37．企業誘致や企業活動の支援 36.0%

４．まちの景観 38.2% 12．子どもの遊び場 33.4%

49．窓口や行政サービスにおける町職員の対応 34.4% 35．日常の買い物の便利さ 29.8%

15．地域での防犯対策 33.6% 41．有害鳥獣対策 24.4%

８．道路の整備や管理 33.1% 38．農業の振興 24.0%

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「満足」と「やや満足」の合計の割合は、「上水道の整備」、「騒音・

振動・悪臭などの公害防止」及び「自然環境の保全」が高い割合になっ

ており、前回と同じような内容になっている。  

「やや不満」と「不満」の合計の割合は、「公共交通」、「空き家対策｣

及び「中心市街地」の順になっている｡前回は「働く場所」が最も多く､

次いで「病院･医院などの医療施設と体制」、「日常の買物の便利さ」に

なっていたので、内容が変化している。  

Ｃ

Ａ  

暮らしの満足度・重要度についてお伺いします 

あなたの住んでいる周辺の環境や日々の暮らしの中て感じているこ

とについてお伺いします。現在あなたが感じている気持ちに近いも

のはどれですか？【満足度】  
 

問６  

－１  

■満足度ベスト１０とワースト１０  

（→次ページに全項目の結果）  
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１．自然環境の保全
２．騒音・振動・悪臭などの公害防止

３．ごみの収集やリサイクル処理
４．まちの景観

５．空き家の対策・整理・有効活用
６．上水道の整備

７．下水道や排水路の整備
８．道路の整備や管理

９．道路の除雪
10．公共交通の利用のしやすさ
11．公園や緑地の整備や管理

12．子どもの遊び場
13．災害時の安全性や防災・非案体制

14．消防・救急体制
15．地域での防犯対策

16．交通安全対策（取組）
17．生涯学習の情報や機会の提供

18．ふるさと教育や青少年の健全育成
19．文化芸術活動の促進

20．地域間交流や国際交流活動の推進
21．スポーツ活動の推進

22．文化施設の整備や利用のしやすさ
23．スポーツ施設の整備や利用のしやすさ

24．文化財や史跡の伝承保存
25．保育所・幼稚園・こども園の教育環境

26．小学校・中学校の教育環境
27．子育ての環境・支援・児童福祉

28．障がいのある児童や生徒などの教育環境
29．障がい者に対する福祉や生活支援

30．健康づくりや病気の予防、健診や検診などの保健活動
31．病院や診療所などの医療環境
32．高齢者の介護予防や自立支援

33．要介護者への支援
34．高齢者に対する福祉や生活支援

35．日常の買い物の便利さ
36．中心市街地のにぎわいづくり
37．企業誘致や企業活動の支援

38．農業の振興
39．観光地としての魅力づくり

40．林業の振興
41．有害鳥獣対策

42．移住定住の促進
43．男女が等しく社会参加できる環境づくり

44．行政区活動などのコミュニティ活動
45．まちづくりやボランティア活動の育成支援

46．町民と行政の共創・協働によるまちづくり体制
47．広報紙やホームページなど町からの情報提供

48．行政サービスのデジタル化による生活の利便性の向上
49．窓口や行政サービスにおける町職員の対応

50．効率的・効果的な行政運営

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 やや満足 普通 やや不満 不満 無記入

 

 

  

■満足度  

満足度［全項目の結果］  
問６  

－１  
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項　目 特に重要＋重要 項　目
あまり重要でな
い＋重要でない

31．病院や診療所などの医療環境 78.8% 20．地域間交流や国際交流活動の推進 7.3%

９．道路の除雪 68.8% 21．スポーツ活動の推進 6.8%

５．空き家の対策・整理・有効活用 67.7% 19．文化芸術活動の促進 6.4%

10．公共交通の利用のしやすさ 67.0%
48．行政サービスのデジタル化による生活の利
便性の向上

6.4%

１．自然環境の保全 66.4% 36．中心市街地のにぎわいづくり 5.7%

６．上水道の整備 66.4% 23．スポーツ施設の整備や利用のしやすさ 4.1%

15．地域での防犯対策 66.1% 17．生涯学習の情報や機会の提供 4.0%

35．日常の買い物の便利さ 65.4% 45．まちづくりやボランティア活動の育成支援 4.0%

14．消防・救急体制 64.5% 18．ふるさと教育や青少年の健全育成 3.8%

３．ごみの収集やリサイクル処理 64.0% 24．文化財や史跡の伝承保存 3.7%

 

  

「特に重要」と「重要」の合計の割合をみると、「病院や診療所など

の医療環境」、「道路の除雪」及び「空き家の対策・整理・有効活用」が

高い割合になっている。  

「あまり重要でない」と「重要でない」の合計の割合をみると、「地

域間交流や国際交流活動」、「スポーツ活動」及び｢文化芸術活動の促進｣

の順になっている。  

■重要度ベスト１０とワースト１０  

（→次ページに全項目の結果）  

あなたの住んでいる周辺の環境や日々の暮らしの中で感じているこ

とについてお伺いします。中之条町を住みよくするために、今後の

まちづくりへの重要度について、現在あなたが感じている気持ちに

近いものはどれですか？【重要度】  

問６  

－２  



－20－ 

１．自然環境の保全

２．騒音・振動・悪臭などの公害防止

３．ごみの収集やリサイクル処理

４．まちの景観

５．空き家の対策・整理・有効活用

６．上水道の整備

７．下水道や排水路の整備

８．道路の整備や管理

９．道路の除雪

10．公共交通の利用のしやすさ

11．公園や緑地の整備や管理

12．子どもの遊び場

13．災害時の安全性や防災・非案体制

14．消防・救急体制

15．地域での防犯対策

16．交通安全対策（取組）

17．生涯学習の情報や機会の提供

18．ふるさと教育や青少年の健全育成

19．文化芸術活動の促進

20．地域間交流や国際交流活動の推進

21．スポーツ活動の推進

22．文化施設の整備や利用のしやすさ

23．スポーツ施設の整備や利用のしやすさ

24．文化財や史跡の伝承保存

25．保育所・幼稚園・こども園の教育環境

26．小学校・中学校の教育環境

27．子育ての環境・支援・児童福祉

28．障がいのある児童や生徒などの教育環境

29．障がい者に対する福祉や生活支援

30．健康づくりや病気の予防、健診や検診などの保健活動

31．病院や診療所などの医療環境

32．高齢者の介護予防や自立支援

33．要介護者への支援

34．高齢者に対する福祉や生活支援

35．日常の買い物の便利さ

36．中心市街地のにぎわいづくり

37．企業誘致や企業活動の支援

38．農業の振興

39．観光地としての魅力づくり

40．林業の振興

41．有害鳥獣対策

42．移住定住の促進

43．男女が等しく社会参加できる環境づくり

44．行政区活動などのコミュニティ活動

45．まちづくりやボランティア活動の育成支援

46．町民と行政の共創・協働によるまちづくり体制

47．広報紙やホームページなど町からの情報提供

48．行政サービスのデジタル化による生活の利便性の向上

49．窓口や行政サービスにおける町職員の対応

50．効率的・効果的な行政運営

0% 20% 40% 60% 80% 100%

特に重要 重要 普通 あまり重要でない 重要でない 無記入

  

■重要度  

重要度［全項目の結果］  
問６  

－２  
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1.自然環境の保全

2

3

4

5.空き家

6.上水道の整備
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下図のように暮らしの満足度と重要度を２軸で表すと、「病院や診療

所などの医療環境」、「公共交通の利用のしやすさ」及び「空き家の対策

・整理・有効活用」が“重要”かつ“不満”になっている。  

これらの内容は、今後、町として取り組む必要がある内容と考えられ

る。  

一方、「自然環境の保全」や「上水道の整備」は、重要度が高いが満

足度も高くなっているため、優先度は低いと考えられる。  

※ 表 中 の 番 号 は 、 Ｐ 19及 び Ｐ 21の 項 目 （ ア ン ケ ー ト 問 ６ の 選 択 肢 番 号 ） で あ る 。  

※ グ ラ フ 作 成 方 法 は ４ ペ ー ジ 後 に 示 す 。  

重 要 度  

高  

満 足 度  

高  

満足度の平均 

0.099 

重要度の平均 

0.672 

重要度満足度の分析結果［調査項目 50 項目－散布図］  
問６  

―３  

重 要 改 善  重 要 維 持  

維 持 再 検 証  
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No. 項　目 満足度 重要度 今後の方針

1 １．自然環境の保全 0.86 0.89 重要維持

2 ２．騒音・振動・悪臭などの公害防止 0.91 0.74 重要維持

3 ３．ごみの収集やリサイクル処理 0.85 0.87 重要維持

4 ４．まちの景観 0.39 0.71 重要維持

5 ５．空き家の対策・整理・有効活用 -0.60 0.91 重要改善

6 ６．上水道の整備 1.06 0.98 重要維持

7 ７．下水道や排水路の整備 0.91 0.88 重要維持

8 ８．道路の整備や管理 0.20 0.82 重要維持

9 ９．道路の除雪 -0.19 0.94 重要改善

10 10．公共交通の利用のしやすさ -0.65 0.99 重要改善

11 11．公園や緑地の整備や管理 0.07 0.52 再検証

12 12．子どもの遊び場 -0.30 0.62 再検証

13 13．災害時の安全性や防災・非案体制 0.04 0.90 重要改善

14 14．消防・救急体制 0.30 0.95 重要維持

15 15．地域での防犯対策 0.33 0.92 重要維持

16 16．交通安全対策（取組） 0.26 0.73 重要維持

17 17．生涯学習の情報や機会の提供 0.11 0.38 維持

18 18．ふるさと教育や青少年の健全育成 0.19 0.39 維持

19 19．文化芸術活動の促進 0.19 0.27 維持

20 20．地域間交流や国際交流活動の推進 -0.07 0.22 再検証

21 21．スポーツ活動の推進 0.06 0.22 再検証

22 22．文化施設の整備や利用のしやすさ 0.13 0.30 維持

23 23．スポーツ施設の整備や利用のしやすさ -0.02 0.31 再検証

24 24．文化財や史跡の伝承保存 0.20 0.37 維持

25 25．保育所・幼稚園・こども園の教育環境 0.14 0.81 重要維持

26 26．小学校・中学校の教育環境 0.13 0.82 重要維持

27 27．子育ての環境・支援・児童福祉 -0.02 0.93 重要改善

28 28．障がいのある児童や生徒などの教育環境 0.10 0.70 重要維持

29 29．障がい者に対する福祉や生活支援 0.04 0.69 重要改善

30 30．健康づくりや病気の予防、健診や検診などの保健活動 0.51 0.79 重要維持

31 31．病院や診療所などの医療環境 -0.41 1.21 重要改善

32 32．高齢者の介護予防や自立支援 -0.02 0.89 重要改善

33 33．要介護者への支援 -0.03 0.88 重要改善

34 34．高齢者に対する福祉や生活支援 -0.01 0.85 重要改善

35 35．日常の買い物の便利さ -0.02 0.89 重要改善

36 36．中心市街地のにぎわいづくり -0.61 0.67 重要改善

37 37．企業誘致や企業活動の支援 -0.46 0.71 重要改善

38 38．農業の振興 -0.19 0.64 再検証

39 39．観光地としての魅力づくり 0.04 0.72 重要改善

40 40．林業の振興 -0.10 0.45 再検証

41 41．有害鳥獣対策 -0.16 0.67 再検証

42 42．移住定住の促進 -0.03 0.56 再検証

43 43．男女が等しく社会参加できる環境づくり 0.04 0.46 再検証

44 44．行政区活動などのコミュニティ活動 0.05 0.44 再検証

45 45．まちづくりやボランティア活動の育成支援 0.03 0.31 再検証

46 46．町民と行政の共創・協働によるまちづくり体制 -0.05 0.45 再検証

47 47．広報紙やホームページなど町からの情報提供 0.33 0.54 維持

48 48．行政サービスのデジタル化による生活の利便性の向上 0.03 0.44 再検証

49 49．窓口や行政サービスにおける町職員の対応 0.36 0.62 維持

50 50．効率的・効果的な行政運営 0.05 0.61 再検証

平均 0.099 0.672

  
重要度満足度の分析結果［調査項目 50 項目－表］。  

前ページのグラフから今後の方針を類型化した。  

問６  

－３  
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自然環境・環境保全
都市環境・都市基盤

防災・防犯・安全安心

生涯学習・教育

保健・医療・福祉・介護

産業・経済

林業・有害鳥獣

まちづくり

行政サービス

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

-0.4 -0.2 0.0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0

重 要 度

満 足 度

項　目 満足度 重要度 今後の方針

自然環境・環境保全 0.87 0.83 重要維持

都市環境・都市基盤 0.10 0.82 重要改善

防災・防犯・安全安心 0.23 0.88 重要維持

生涯学習・教育 0.11 0.44 再検証

保健・医療・福祉・介護 0.01 0.89 重要改善

産業・経済 -0.25 0.73 重要改善

林業・有害鳥獣 -0.13 0.56 再検証

まちづくり 0.01 0.44 再検証

行政サービス 0.19 0.55 維持

平均 0.126 0.682

 

 

  

調査項目 50項目を９分野に統合（次ページ）して同様に今後の方針を

類型化して示す。  

結果､「保健・医療・福祉・介護」､｢都市環境・都市基盤｣が“重要”

かつ“不満”になっている。これらの内容は、今後、町として取り組む

必要がある分野と考えられる。  

重 要 度  

高  

満 足 度  

高  

満足度の平均 

0.126 

重要度の平均 

0.682 

重要度満足度の分析結果［分野の区分９項目－散布図と表］  
問６  

―４  

重 要 改 善  重 要 維 持  

維 持 再 検 証  
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No. 調査項目－50項目 No. 分野の区分－９項目

1 自然環境の保全

2 騒音・振動・悪臭などの公害防止

3 ゴミの収集やリサイクル処理

4 町の景観

5 空き家の対策・整理・有効活用

6 上水道の整備

7 下水道や排水路の整備

8 道路の整備や管理

9 道路の除雪

10 公共交通の利用のしやすさ

11 公園や緑地の整備や管理

12 子どもの遊び場

13 災害時の安全性や防災・非案体制

14 消防・救急体制

15 地域での防犯対策

16 交通安全対策（取組）

17 生涯学習の情報や機会の提供

18 ふるさと教育や青少年の健全育成

19 文化芸術活動の促進

20 地域間交流や国際交流活動の推進

21 スポーツ活動の推進

22 文化施設の整備や利用のしやすさ

23 スポーツ施設の整備や利用のしやすさ

24 文化財や史跡の伝承保存

25 保育所・幼稚園・こども園の教育環境

26 小学校・中学校の教育環境

28 障がいのある児童や生徒などの教育環境

27 子育ての環境・支援・児童福祉

29 障がい者に対する福祉や生活支援

30 健康づくりや病気の予防、健診や検診などの保健活動

31 病院や診療所などの医療環境

32 高齢者の介護予防や自立支援

33 要介護者への支援

34 高齢者に対する福祉や生活支援

35 日常の買い物の便利さ

36 中心市街地のにぎわいづくり

37 企業誘致や企業活動の支援

38 農業の振興

39 観光地としての魅力づくり

40 林業の振興

41 有害鳥獣対策

42 移住定住の促進

43 男女が等しく社会参加できる環境づくり

44 行政区活動などのコミュニティ活動

45 まちづくりやボランティア活動の育成支援

46 町民と行政の共創・協働によるまちづくり体制

47 広報紙やホームページなど町からの情報提供

48 行政サービスのデジタル化による生活の利便性の向上

49 窓口や行政サービスにおける町職員の対応

50 効率的・効果的な行政運営

保健・医療・福祉・介護

1 自然環境・環境保全

都市環境・都市基盤

防災・防犯・安全安心

生涯学習・教育

2

3

4

5

7

8

9

産業・経済

林業・有害鳥獣

まちづくり

行政サービス

6

  

調査項目 50 項目と分野の区分９項目の対応表  
問６  

－４  
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特に重要 重要 普通
あまり重要

でない
重要でない

2 1 0 -1 -2

満足 やや満足 普通 やや不満 不満

2 1 0 -1 -2

【補足説明】重要度及び満足度のグラフ作成方法について  

 

ａ）アンケート結果 （満足度を例に）  

 満 足  
や や

満 足  
普 通  

や や

不 満  
不 満  

無 記

入  
合 計  

１ ． 自 然 環 境 の 保 全  1 91   1 94   1 85   2 7   1 3   1 8   6 28   

２ ． 騒 音 ・ 振 動 ・ 悪 臭 な ど の 公 害 防 止  2 07   1 82   1 97   2 1   7   1 4   6 28   

３ ． ゴ ミ の 収 集 や リ サ イ ク ル 処 理  1 84   1 93   2 03   2 4   9   1 5   6 28   

４ ． 町 の 景 観  1 00   1 40   2 80   6 7   1 9   2 2   6 28   

５ ． 空 き 家 の 対 策 ・ 整 理 ・ 有 効 活 用  1 4   2 4   2 54   2 01   1 06   2 9   6 28   

 

ｂ）ポイント設定 （ 満 足 度 と 重 要 度 そ れ ぞ れ 設 定 ）  

 

 

 

 

ｃ）各項目の満足度 の計算（重要度）  

 

満足 やや満足 普通 やや不満 不 満  満 足 度  

「 ａ ） ア ン ケ ー ト 結 果 」 × 「 ｂ ） ポ イ ン ト 」  
数値の合計÷無記

入を除いた回答数 

１ ． 自 然 環 境 の 保 全  382  194  0  - 27  -26  0 . 8 6  

（ 計 算 経 過 ）  191*2 194*1 185*0 27*(-1) 13*(-2) 
（382+194-27-26）

÷（628-18） 

２ ． 騒 音 ・ 振 動 ・ 悪 臭 な ど の 公 害 防 止  414  182  0  - 21  -14  0 . 9 1  

３ ． ゴ ミ の 収 集 や リ サ イ ク ル 処 理  368  193  0  - 24  -18  0 . 8 5  

４ ． 町 の 景 観  200  140  0  - 67  -38  0 . 3 9  

５ ． 空 き 家 の 対 策 ・ 整 理 ・ 有 効 活 用  28  24  0  - 201  -212  -0 . 6 0  

 

ｄ）グラフ上にプロット  

 

［ グ ラ フ の 見 方 ］  

 満 足 度 及 び 重 要 度 を 散 布 す る と 、

左 図 の よ う に 、 各 象 限 が 事 業 の 優 先

度 や 継 続 性 に 対 し て 意 味 を も つ 。  

 例 え ば 第 Ⅱ 象 限 は 、「 重 要 度 」 が

高 く 「 不 満 」 な の で 、 優 先 度 が 高 い

分 野 と 考 え ら れ る 。  

  

第 Ⅰ 象 限  第 Ⅱ 象 限  

第 Ⅲ 象 限  第 Ⅳ 象 限  
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1．健康診断・栄養指導・治療・機能回復訓練などの保健医療対策

2．生きがいや健康に関連した生涯学習の充実

3．高齢者の経験や趣味を活かした就業対策

4．高齢者向けのスポーツ・レクリエーション対策

5．老人クラブなど地域のコミュニティ活動の充実

6．介護保険など社会保障の充実

7．デイサービスやショートステイなどの短期入所施設の充実

8．家事援助や介護など在宅福祉サービスの充実

9．寝たきり老人等介護を要する高齢者のための入所施設の充実

10．高齢者向け住宅の整備や助成事業の充実

11．道路の段差解消など公共施設のバリアフリー化

12．路線バスやデマンドバスなどの公共交通機関の充実

13．ボランティア活動への助成

14．その他

0 100 200 300
（票）

１．18～29才 ２．30～39才 ３．40～49才 ４．50～59才

５．60～69才 ６．70才以上 無記入

 1．健康診
断・栄養指
導・治療・機
能回復訓練
などの保健
医療対策

 2．生きがい
や健康に関
連した生涯
学習の充実

 3．高齢者
の経験や趣
味を活かし
た就業対策

 4．高齢者
向けのス
ポーツ・レク
リエーション
対策

 5．老人クラ
ブなど地域
のコミュニ
ティ活動の
充実

 6．介護保
険など社会
保障の充実

 7．デイサー
ビスやショー
トステイなど
の短期入所
施設の充実

 8．家事援
助や介護な
ど在宅福祉
サービスの
充実

 9．寝たきり
老人等介護
を要する高
齢者のため
の入所施設
の充実

10．高齢者
向け住宅の
整備や助成
事業の充実

11．道路の
段差解消な
ど公共施設
のバリアフ
リー化

12．路線バ
スやデマンド
バスなどの
公共交通機
関の充実

13．ボラン
ティア活動へ
の助成

14．その他

合　計

１．18～29才 16 8 13 5 6 12 14 8 13 6 8 20 4 2 135

２．30～39才 16 6 14 4 1 12 16 15 5 15 4 17 0 3 128

３．40～49才 23 10 16 2 1 17 16 13 9 9 7 29 1 2 155

４．50～59才 23 8 12 2 4 40 30 22 27 18 9 36 4 0 235

５．60～69才 48 20 23 14 12 48 46 30 45 21 11 61 7 3 389

６．70才以上 86 28 32 15 21 99 62 70 80 30 26 93 16 6 664

無記入 0 2 0 2 2 4 1 2 3 0 1 7 1 0 25

合　計 212 82 110 44 47 232 185 160 182 99 66 263 33 16 1,731

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体的にみると、「路線バスやデマンドバスなどの公共交通機関の充

実」が最も多く、「介護保険など社会保障の充実」が続いている。  

年齢別にみても｢路線バスやデマンドバスなどの公共交通機関の充実｣

が多いが、 50～ 59才及び 70才以上は、「介護保険など社会保障の充実」

が最も多くなっている。  

Ｄ

Ａ  

少子高齢化社会についてお伺いします 

町の高齢化社会への対応策として､どのようなことに重点をおくべきだ

と思いますか？ あてはまる番号 3 つまで○印を付けてください｡ 
問７  
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1．健康診断・栄養指導・治療・機能回復訓練などの保健医療対策

2．生きがいや健康に関連した生涯学習の充実

3．高齢者の経験や趣味を活かした就業対策

4．高齢者向けのスポーツ・レクリエーション対策

5．老人クラブなど地域のコミュニティ活動の充実

6．介護保険など社会保障の充実

7．デイサービスやショートステイなどの短期入所施設の充実

8．家事援助や介護など在宅福祉サービスの充実

9．寝たきり老人等介護を要する高齢者のための入所施設の充実

10．高齢者向け住宅の整備や助成事業の充実

11．道路の段差解消など公共施設のバリアフリー化

12．路線バスやデマンドバスなどの公共交通機関の充実

13.ボランティア活動への助成

14．その他

0 5 10 15 20 25
（％）

令和６年度

［今 回］

令和元年度

平成26年度

 

  
まず、「路線バスやデマンドバスなどの公共交通機関の充実」は前回

に比べて減少したが、今回、最も重点をおく対応策になった。  

次に「介護保険など社会保障の充実（前回；年金など社会保障の充実

）」は経年的に減少し、２番目に重点をおく対応策になった。これを年

齢別にみると、 18～ 29才及び 60〜 69才で前回から 10％超減少している。  

さらに「健康診断・栄養指導・治療・機能回復訓練などの保健医療対

策」が経年的に増加し、３番目に重点をおく対応策になった。これを年

齢別にみると、 40〜 49才で約７％増加している。  

経
年
変
化 



－28－ 

1．保育サービスを充実させる

2．小児救急や新生児医療などの医療を充実させる

3．育児と仕事の両立をしやすい職場環境づくり

4．育児相談など精神的なケア対策を行う

5．安心・安全な公園を整備する

6．子育てに対する助成を充実させる

7．子育て環境として地域づくりを支援する

8．出会いの場（婚活イベント）

9．安定した雇用環境

10.その他

0 100 200 300 400
（票）

１．18～29才 ２．30～39才 ３．40～49才 ４．50～59才

５．60～69才 ６．70才以上 無記入

1．保育サー
ビスを充実
させる

2．小児救急
や新生児医
療などの医
療を充実さ
せる

3．育児と仕
事の両立を
しやすい職
場環境づくり

4．育児相談
など精神的
なケア対策
を行う

5．安心・安
全な公園を
整備する

6．子育てに
対する助成
を充実させ
る

7．子育て環
境として地
域づくりを支
援する

8．出会いの
場（婚活イベ
ント）

9．安定した
雇用環境

10.その他

合　計

１．18～29才 26 17 27 8 9 26 9 10 10 0 142

２．30～39才 18 25 27 7 7 22 7 2 10 1 126

３．40～49才 15 39 31 8 4 23 4 6 24 3 157

４．50～59才 23 49 42 10 9 34 8 5 40 2 222

５．60～69才 35 73 79 19 10 49 20 23 59 5 372

６．70才以上 65 87 135 40 27 82 38 50 113 6 643

無記入 3 2 3 1 3 1 0 2 2 2 19

合　計 185 292 344 93 69 237 86 98 258 19 1,681

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体的にみると、「育児と仕事の両立をしやすい職場環境づくり」が

最も多く、「小児救急や新生児医療などの医療を充実させる」が続いて

いる。なお、今回調査で新たに追加した「安定した雇用環境」が３番目

に多くなっている。  

年齢別にみても同じ傾向だが、 40～ 59才において「小児救急や新生児

医療などの医療を充実させる」が多くなっている。  

町の少子化対策や子育てのための良好な環境づくりとして、どのようなこと

に重点をおくべきだと思いますか？あてはまる番号３つまで○印を付けてください。  
問８  



－29－ 

1．保育サービスを充実させる

2．小児救急や新生児医療などの医療を充実させる

3．育児と仕事の両立をしやすい職場環境づくり

4．育児相談など精神的なケア対策を行う

5．安心・安全な公園を整備する

6．子育てに対する助成を充実させる

7．子育て環境として地域づくりを支援する

8．出会いの場（婚活イベント）

9．安定した雇用環境

10.その他

0 10 20 30
（％）

令和６年度

［今 回］

令和元年度

平成26年度

 

  

全体的にみると、多くの項目で経年的に減少している。  

年齢別にみると、 30〜 59才において「小児救急や新生児医療などの医

療を充実させる」が約 10〜 20％減少している。この理由は、今回、「出

会いの場」及び「安定した雇用環境」を新たに選択肢に追加しているこ

とが考えられる。さらに、「安定した雇用環境」を年齢別にみると、 40

～ 70歳以上の約 15〜 18％が選択している。  

経
年
変
化 

※ 「 出 会 い の 場 （ 婚 活 イ ベ ン ト ） 」 及 び 「 安 定 し た 雇 用 環 境 」 は 、 今 回 新 た に 設 定 し

た 選 択 肢 で あ る 。  



－30－ 

1．スポーツ教室や趣味の講座など学習機会を増やす

2．生涯学習などに関する情報提供を充実させる

3．専門職員を配置した相談窓口を設置する

4．情報通信技術（ＩＣＴ）を活用した学習機会を設ける

5．新たにスポーツ施設を整備する

6.遊休施設（廃校舎など）を活用し、生涯学習の場を設ける

7.その他

0 100 200 300 400
（票）

１．18～29才 ２．30～39才 ３．40～49才 ４．50～59才

５．60～69才 ６．70才以上 無記入

1．スポーツ教
室や趣味の講
座など学習機
会を増やす

2．生涯学習な
どに関する情
報提供を充実
させる

3．専門職員を
配置した相談
窓口を設置す
る

4．情報通信技
術（ＩＣＴ）を活
用した学習機
会を設ける

5．新たにス
ポーツ施設を
整備する

6.遊休施設（廃
校舎など）を活
用し、生涯学
習の場を設け
る

7.その他

合　計

１．18～29才 26 23 4 9 14 34 0 110

２．30～39才 26 16 5 7 14 28 2 98

３．40～49才 31 19 9 12 12 34 3 120

４．50～59才 44 42 13 10 14 44 2 169

５．60～69才 93 69 21 16 23 76 6 304

６．70才以上 114 108 55 32 18 148 10 485

無記入 5 3 2 0 1 7 1 19

合　計 339 280 109 86 96 371 24 1,305

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体的にみると、「遊休施設（廃校舎など）を活用し、生涯学習の場

を設ける」が最も多く、「スポーツ教室や趣味の講座など学習機会を増

やす」、「生涯学習などに関する情報提供を充実させる」が続いている。  

年齢別にみても同じ傾向だが、 60～ 69才において「スポーツ教室や趣

味の講座など学習機会を増やす」が最も多くなっている。  

Ｅ  生涯学習・学校教育についてお伺いします 

生涯学習、スポーツ、レクリエーションなどを充実するため、どのようなことに

重点をおくべきだと思いますか？ あてはまる番号３つまで○印を付けてください。  
問 9 



－31－ 

1．スポーツ教室や趣味の講座など学習機会を増やす

2．生涯学習などに関する情報提供を充実させる

3．専門職員を配置した相談窓口を設置する

4．情報通信技術（ＩＣＴ）を活用した学習機会を設ける

5．新たにスポーツ施設を整備する

6.遊休施設（廃校舎など）を活用し、生涯学習の場を設ける

7.その他

0 10 20 30 40
（％）

令和６年度

［今 回］

令和元年度

平成26年度

 

  
経年的に大きく増加している項目はない。  

年齢別にみると、 30～ 39才は「スポーツ教室や趣味の講座など学習機

会を増やす」が約 10％減少し、「情報通信技術（ ICT）を活用した学習機

会を設ける」が約７％増加している。  

これらのことから、生涯学習、スポーツ、レクリエーションは、一定

のサービスレベルを保っていると思われる。（概ね前回同様）  

経
年
変
化 

※ 「 遊 休 施 設 （ 廃 校 舎 な ど ） を 活 用 し 、 生 涯 学 習 の 場 を 設 け る 」 は 、 前 回 、 「 空 き 教 室

を 活 用 す る 」 か ら 変 更 し て い る 。  



－32－ 

1．政治・経済・法律などの社会科学

2．職業上必要な知識・技術

3．美術・音楽・茶道などの趣味

4．英会話などの外国語

5．スポーツ

6．育児やしつけなどの子どもの教育

7．医療や健康などの保健衛生

8．食物・栄養・料理

9．スマホ教室やパソコン教室など

10．その他

0 100 200 300
（票）

１．18～29才 ２．30～39才 ３．40～49才 ４．50～59才

５．60～69才 ６．70才以上 無記入

 1．政治・経
済・法律な
どの社会科
学

 2．職業上
必要な知
識・技術

 3．美術・音
楽・茶道な
どの趣味

 4．英会話
などの外国
語

 5．スポー
ツ

 6．育児や
しつけなど
の子どもの
教育

 7．医療や
健康などの
保健衛生

 8．食物・栄
養・料理

 9．スマホ
教室やパソ
コン教室な
ど

10．その他

合　計

１．18～29才 6 18 21 18 15 9 7 15 11 3 123

２．30～39才 7 15 15 17 21 8 15 11 8 2 119

３．40～49才 7 24 23 18 19 4 18 19 11 1 144

４．50～59才 4 29 26 19 27 6 19 27 19 5 181

５．60～69才 12 21 55 16 34 10 58 52 42 10 310

６．70才以上 35 41 47 28 29 36 123 106 73 8 526

無記入 1 2 2 1 4 1 3 4 3 0 21

合　計 72 150 189 117 149 74 243 234 167 29 1,424

 

 

 

 

 

 

  

全体的にみると、「医療や健康などの保健衛生」が最も多く、「食物・

栄養・料理」、「美術・音楽・茶道などの趣味」が続いている。  

年齢別にみると、 18～ 29才は「美術・音楽・茶道などの趣味」、 30代

は「スポーツ」、 40代と 50代は「職業上必要な知識・技術」、 60才以上は

「医療や健康」が最も多くなっており、年齢によって趣向が異なってい

ることがわかる。  

生涯学習では、どのようなことを学びたいですか？  
あてはまる番号３つまで○印を付けてください。  

問 10 



－33－ 

1．政治・経済・法律などの社会科学

2．職業上必要な知識・技術

3．美術・音楽・茶道などの趣味

4．英会話などの外国語

5．スポーツ

6．育児やしつけなどの子どもの教育

7．医療や健康などの保健衛生

8．食物・栄養・料理

9．スマホ教室やパソコン教室など

10．その他

0 5 10 15 20 25
（％）

令和６年度

［今 回］

令和元年度

平成26年度

 

  
全般的に増減している中、経年的に減少しているのは、「美術・音楽

・茶道などの趣味」である。  

なお、「パソコン教室など」に”スマホ教室”を付加したところ、今

回、増加していることがわかる。  

これらのことから、学びのテーマは時代変化にあわせることが必要と

考えられる。（概ね前回同様）  

経
年
変
化 

※ 「 ス マ ホ 教 室 や パ ソ コ ン 教 室 な ど 」 は 、 前 回 の 選 択 肢 に “ ス マ ホ 教 室 ” を 追 記 変

更 し て い る 。  



－34－ 

1．学力の向上や特色ある学校教育の推進

2．ＩＣＴ教育の推進

3．地域に開かれた学校づくりの推進

4．豊かな活動ができる教育環境の整備・充実

5．ふるさと体験とともに豊かな人間性の育成

6．安心・安全な学校教育の推進

7．心と身体の育ちへの支援

8．特別支援教育の充実

9．安心・安全で質の高い保育の推進

10．学校施設や設備の充実

11．学校給食の充実

12．教員の多忙化解消

13．その他

0 100 200 300
（票）

１．18～29才 ２．30～39才 ３．40～49才 ４．50～59才

５．60～69才 ６．70才以上 無記入

1．学力の
向上や特色
ある学校教
育の推進

2．ＩＣＴ教育
の推進

3．地域に
開かれた学
校づくりの
推進

4．豊かな活
動ができる
教育環境の
整備・充実

5．ふるさと
体験ととも
に豊かな人
間性の育成

6．安心・安
全な学校教
育の推進

7．心と身体
の育ちへの
支援

8．特別支
援教育の充
実

9．安心・安
全で質の高
い保育の推
進

10．学校施
設や設備の
充実

11．学校給
食の充実

12．教員の
多忙化解消

13．その他

合　計

１．18～29才 15 9 4 11 13 15 14 4 5 14 7 21 1 133

２．30～39才 17 12 0 16 9 10 10 5 11 6 5 17 1 119

３．40～49才 24 15 8 12 12 11 16 5 7 8 6 19 3 146

４．50～59才 29 10 11 23 21 19 25 9 8 15 6 26 2 204

５．60～69才 42 20 20 47 45 35 49 11 19 12 18 40 3 361

６．70才以上 75 26 30 79 84 66 58 7 33 34 18 75 1 586

無記入 2 2 1 3 4 1 4 0 1 1 0 3 0 22

合　計 204 94 74 191 188 157 176 41 84 90 60 201 11 1,571

 

 

 

 

 

 

 

  

全体的にみると、「学力の向上や特色ある学校教育の推進」が最も多

く､「教員の多忙化解消」、「豊かな活動ができる教育環境の整備･充実」

が続いている。  

年齢別にみても同じ傾向だが、 60代は「心と身体の育ちへの支援」、

70才以上は｢ふるさと体験とともに豊かな人間性の育成｣が最も多くなっ

ている。  

学校教育を充実させるため、どのようなことに重点をおくべきだと

思いますか？  あてはまる番号 ３つまで○印を付けてください。【選択肢新設】  
問 11 



－35－ 

1．川や池などの水質管理と水辺環境を整備する

2．環境保全活動の助成など支援事業を行う

3．省エネルギー・新エネルギー対策を充実する

4．庭木・生垣の推奨など緑化対策を行う

5．植林を行う

6．ごみの減量化・再資源化・再利用など循環型社会の推進

7．美化・清掃活動を充実する

8．不法投棄の防止を充実する

9．里山や山林を保全整備する

10．有害鳥獣対策を充実する

11．環境の保全に関する情報を提供する

12．その他

0 100 200 300
（票）

１．18～29才 ２．30～39才 ３．40～49才 ４．50～59才

５．60～69才 ６．70才以上 無記入

 1．川や池
などの水質
管理と水辺
環境を整備
する

 2．環境保
全活動の助
成など支援
事業を行う

 3．省エネル
ギー・新エネ
ルギー対策
を充実する

 4．庭木・生
垣の推奨な
ど緑化対策
を行う

 5．植林を行
う

 6．ごみの減
量化・再資
源化・再利
用など循環
型社会の推
進

 7．美化・清掃
活動を充実す
る

 8．不法投
棄の防止を
充実する

 9．里山や
山林を保全
整備する

10．有害鳥
獣対策を充
実する

11．環境の
保全に関す
る情報を提
供する

12．その他

合　計

１．18～29才 25 8 11 3 6 21 7 20 13 13 2 1 130

２．30～39才 19 9 17 3 5 20 5 10 12 16 1 0 117

３．40～49才 20 16 23 7 3 24 7 10 17 15 2 2 146

４．50～59才 26 13 27 2 2 31 12 20 31 32 5 2 203

５．60～69才 46 27 28 3 2 61 16 40 60 70 5 4 362

６．70才以上 73 52 42 19 9 125 23 62 93 100 14 3 615

無記入 1 1 0 3 2 3 2 3 4 1 1 0 21

合　計 210 126 148 40 29 285 72 165 230 247 30 12 1,594

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体的にみると、「ごみの減量化、再資源化、再利用など循環型社会

の推進」が最も多く、「有害鳥獣対策を充実する」、「里山や山林を保全

整備する」が続いている。  

年齢別にみると、 18～ 29才は｢川や池などの水質管理と水辺環境を整

備する」、 50代及び 60代は「有害鳥獣対策を充実する」が最も多くなっ

ている｡ 

Ｆ

Ａ  

環境問題についてお伺いします 

環境問題に対して、どのようなことに重点をおくべきだと思いますか？
あてはまる番号３つまで○印を付けてください。  

問 12 



－36－ 

1．川や池などの水質管理と水辺環境を整備する

2．環境保全活動の助成など支援事業を行う

3．省エネルギー・新エネルギー対策を充実する

4．庭木・生垣の推奨など緑化対策を行う

5．植林を行う

6．ごみの減量化・再資源化・再利用など循環型社会の推進

7．美化・清掃活動を充実する

8．不法投棄の防止を充実する

9．里山や山林を保全整備する

10．有害鳥獣対策を充実する

11．環境の保全に関する情報を提供する

12．その他

0 5 10 15 20 25
（％）

令和６年度

［今 回］

令和元年度

平成26年度

  

経年的に増加しているのは、「川、池などの水質管理と水辺環境の整

備する」、「不法投棄の防止を充実する」、「環境保全活動の助成など支援

事業を行う」である。  

経年的に減少しているのは、「省エネルギー・新エネルギー対策を充

実する」である。  

年齢別にみると、 18～ 29才は「川、池などの水質管理と水辺環境の整

備する」が約 10％増加し、「省エネルギー・新エネルギー対策を充実す

る」が約 10％減少している。  

経
年
変
化 



－37－ 

１．18～29才

２．30～39才

３．40～49才

４．50～59才

５．60～69才

６．70才以上

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1．利用している 2．利用していない

3．知らない ４．スマホを持っていない

無記入

1．利用して
いる

2．利用して
いない

3．知らない
４．スマホを
持っていな
い

無記入 合　計

１．18～29才 16 9 23 1 0 49

２．30～39才 20 14 10 0 0 44

３．40～49才 25 16 14 2 0 57

４．50～59才 37 27 17 1 2 84

５．60～69才 48 62 29 1 1 141

６．70才以上 48 102 45 41 6 242

無記入 3 4 1 0 3 11

合　計 197 234 139 46 12 628

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体的にみると、「利用していない」が最も多くなっている。  

年齢別にみると、 18～ 29才は「知らない」、 30代～ 59代は「利用して

いる」、 60才以上は「利用していない」が最も多くなっている。  

よって、デジタル窓口を情報伝達手段にするためには、若い人に周知

が必要で、高齢者には研修や講習会が必要である。  

Ｇ

Ａ  

情報化・デジタル技術の利活用についてお伺いします 

スマホでオンライン手続きができたり、イベント情報や防災情報が

配信される「デジタル窓口」（町の LINE 公式アカウント）がありま

す。あなたは知っていますか？  あてはまる番号１つに○印を付けてく

ださい。【新設】  

問 13 



－38－ 

１．18～29才

２．30～39才

３．40～49才

４．50～59才

５．60～69才

６．70才以上

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1．毎月読んでいる
2．必要・関心があるときだけ読んでいる
3．まったく読まない
４．届かない、入手できない
5．紙の広報紙でなく、デジタル窓口・ホームページ・アプリなどデジタルで閲覧している
6．その他
無記入

1．毎月読ん
でいる

2．必要・関
心があると
きだけ読ん
でいる

3．まったく
読まない

４．届かな
い、入手で
きない

5．紙の広報
紙でなく、デ
ジタル窓口・
ホームペー
ジ・アプリな
どデジタルで
閲覧してい
る

6．その他

無記入 合　計

１．18～29才 17 20 10 0 2 0 0 49

２．30～39才 29 11 2 0 2 0 0 44

３．40～49才 40 15 2 0 0 0 0 57

４．50～59才 56 18 6 2 1 0 1 84

５．60～69才 111 24 4 0 2 0 0 141

６．70才以上 203 27 4 3 1 0 4 242

無記入 5 3 0 1 0 0 2 11

合　計 461 118 28 6 8 0 7 628

 

 

 

 

 

 

  

全体的にみると、「毎月読んでいる」が最も多くなっている。  

年齢別にみると、「毎月読んでいる」の割合は、年齢が高くなるにつ

れて増加している。  

また、 18～ 29才は「必要・関心があるときだけ読んでいる」が最も多

くなっている。  

中之条町では毎月１回発行の「広報なかのじょう」があり、町の情

報をお伝えします。ご覧になる頻度等について、あてはまる番号 1

つに○印を付けてください。【新設】  

問 14 



－39－ 

１．18～29才

２．30～39才

３．40～49才

４．50～59才

５．60～69才

６．70才以上

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1．定期的にみる（週１回以上） 2．定期的にみる（月に１～２回）

3．ほとんどみない（年に数回） ４．まったくみない

無記入

1．定期的にみる
（週１回以上）

2．定期的にみる
（月に１～２回）

3．ほとんどみない
（年に数回）

４．まったくみない 無記入 合　計

１．18～29才 1 8 22 18 0 49

２．30～39才 0 5 33 6 0 44

３．40～49才 0 9 33 15 0 57

４．50～59才 2 10 53 17 2 84

５．60～69才 10 24 70 35 2 141

６．70才以上 9 43 66 113 11 242

無記入 0 2 3 4 2 11

合　計 22 101 280 208 17 628

 

 

 

 

 

  

全体的にみると、「ほとんどみない（年に数回）」が最も多く、次いで

「まったくみない」が多くなっている。  

年齢別にみると､70才以上は｢まったくみない｣が最も多くなっている｡ 

中之条町ホームページをご覧になる頻度について、あてはまる番号

1 つに○印を付けてください。【新設】  
問 15 



－40－ 

１．18～29才

２．30～39才

３．40～49才

４．50～59才

５．60～69才

６．70才以上

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1．スマホ 2．パソコン 3．その他 4．まったくみない、みる方法が分からない

1．スマホ 2．パソコン 3．その他 4．まったくみ
ない、みる方
法が分からな
い

合　計

１．18～29才 32 11 0 14 57

２．30～39才 35 14 0 1 50

３．40～49才 40 13 1 12 66

４．50～59才 55 22 1 12 90

５．60～69才 83 51 5 29 168

６．70才以上 73 41 11 122 247

無記入 3 1 0 5 9

合　計 321 153 18 195 687

 

 

 

 

 

  

全体的にみると、「スマホ」が最も多く、次いで「まったくみない、

見る方法がわからない」が多くなっている。  

年齢別にみると､70才以上は｢まったくみない｣が最も多くなっている｡ 

中之条町ホームページをご覧になる方法についてあてはまる番号２

つまで○印を付けてください。【新設】  
問 16 



－41－ 

1．日常的な地域情報の入手

2．デジタル窓口（町のLINE公式アカウント）の充実

3．行政手続きの電子化（各種申請が窓口に来なくても可能になる）

4．各種申請や税金・使用料の支払いをパソコンやスマホ等から分かりや

すくできるようにする

5．オンライン施設予約の拡充（体育館や会議室など）

6．町政の情報がＳＮＳで定期的に届くようにする

7．緊急情報の入手

8．ハザード(危険箇所)マップや防犯マップなどの地図情報を掲載する

9．広報紙や回覧のペーパーレス化

10．デジタル関連サービス利用の支援の充実（相談窓口やスマホ教室など）

11．パソコンやソフトの使い方から高度な技術までの講習会を実施する

12．キャッシュレス決済の推進（町内でキャッシュレスでの買い物がしやすくなる）

13．特にない

14．その他

0 100 200 300
（票）

１．18～29才 ２．30～39才 ３．40～49才 ４．50～59才

５．60～69才 ６．70才以上 無記入

 

 

 

 

 

  

全体的にみると、「緊急情報の入手」が最も多く、次いで「行政手続

きの電子化（各種申請が窓口に来なくても可能になる）」、「日常的な地

域情報の入手」が多くなっている。  

年齢別にみると、 18〜 29才は「各種申請や税金・使用料の支払いをパ

ソコンやスマホ等から分かりやすくできるようにする」が、 30〜 59才は

「行政手続きの電子化（各種申請が窓口に来なくても可能になる）」が

最も多くなっている。  

よって、若い年代は行政サービスのデジタル化を期待していることが

わかる。  

行政サービスのデジタル化に対して、町に期待することは何です

か？  あてはまる番号３つまで〇印を付けてください。【新設】  
問 17 



－42－ 

1．町政についての町長の考え方

2．都市基盤（道路や下水道）の整備

3．町が取り組んでいる仕事の内容や進み具合い

4．町の施設やその利用方法

5．生涯学習やスポーツの教室・講習会・イベント

6．健康診断などの保健衛生関係

7．福祉関係事業

8．町の行事や催し物

9．サークルやボランティア活動

10．町のいろいろな統計資料

11.町の自然

12.町の歴史・文化・芸能など

13．町の話題（ローカルニュース）

14．.特にない

15．その他

0 100 200 300 400
（票）

１．18～29才 ２．30～39才 ３．40～49才 ４．50～59才

５．60～69才 ６．70才以上 無記入

 

 

 

 

  

全体的にみると、「町が取り組んでいる仕事の内容や進み具合い」が

最も多く、「町の行事や催し物」が続き、３番目に今回新たに選択肢に

追加した「町の話題（ローカルニュース）」になっている。  

また、年齢別にみても同じ傾向だが、 18～ 29才は「町の行事や催し物

」が最も多くなっている。  

したがって、施策や事業の進捗状況は、継続的に情報提供する必要が

ある。（概ね前回同様）  

町からの広報を通じて、あなたが特に知りたいことは何ですか？  
あてはまる番号３つまで○印を付けてください。  

問 18 



－43－ 

1．町政についての町長の考え方

2．都市基盤（道路や下水道）の整備

3．町が取り組んでいる仕事の内容や進み具合い

4．町の施設やその利用方法

5．生涯学習やスポーツの教室・講習会・イベント

6．健康診断などの保健衛生関係

7．福祉関係事業

8．町の行事や催し物

9．サークルやボランティア活動

10．町のいろいろな統計資料

11.町の自然

12.町の歴史・文化・芸能など

13．町の話題（ローカルニュース）

14．.特にない

15．その他

0 5 10 15 20 25
（％）

令和６年度

［今 回］

令和元年度

平成26年度

 

  

「町が取り組んでいる事業の内容や進み具合い」は、恒常的な課題に

なっていると考えられる。  

経年的に増加しているものはなく、経年的に減少しているものは「生

涯学習やスポーツの教室・講習会・イベント」、「町の施設やその利用方

法」のほか複数みられる。  

これらのことから、広報については、経年的な変化があまりみられな

いため、これまでの内容でよいかもしれない。（概ね前回同様）  

経
年
変
化 

※ 「 町 の 話 題 （ ロ ー カ ル ニ ュ ー ス ） 」 は 、 今 回 新 た に 設 定 し た 選 択 肢 で あ る 。  



－44－ 

1．農業の振興

2．林業の振興

3．商業の振興（商店街や個人商店の活性化など）

4．工場や中小企業など地場産業の振興

5．新たな工場や大規模店舗等の企業誘致や雇用の拡大

6．住宅地の整備などを行うことで人口の流出を防ぐ

7．観光の振興や観光客誘致の取り組み

8．地域物産や特産品などの開発・振興

9．地域特産品や観光名所などのPR・ブランド化

10．地域内産業連携による６次産業化の推進

11．芸術・文化・スポーツの振興

12．その他

0 100 200 300
（票）

１．18～29才 ２．30～39才 ３．40～49才 ４．50～59才

５．60～69才 ６．70才以上 無記入

 1．農業の
振興

 2．林業の
振興

 3．商業の
振興（商店
街や個人商
店の活性化
など）

 4．工場や
中小企業な
ど地場産業
の振興

 5．新たな
工場や大規
模店舗等の
企業誘致や
雇用の拡大

 6．住宅地
の整備など
を行うことで
人口の流出
を防ぐ

 7．観光の
振興や観光
客誘致の取
り組み

 8．地域物
産や特産品
などの開
発・振興

 9．地域特
産品や観光
名所などの
PR・ブランド
化

10．地域内
産業連携に
よる６次産
業化の推進

11．芸術・
文化・ス
ポーツの振
興

12．その他

合　計

１．18～29才 4 3 17 9 20 17 20 5 18 4 10 3 130

２．30～39才 4 4 16 8 13 12 20 7 10 4 7 6 111

３．40～49才 17 6 25 8 20 9 25 10 15 1 6 4 146

４．50～59才 16 8 31 17 34 16 28 16 20 6 5 3 200

５．60～69才 30 14 37 27 54 29 42 31 45 14 17 4 344

６．70才以上 68 30 79 59 83 51 70 55 46 27 20 9 597

無記入 1 0 3 2 2 4 2 1 2 2 1 0 20

合　計 140 65 208 130 226 138 207 125 156 58 66 29 1,548

 

 

 

 

 

  
全体的にみると、「新たな工場や大規模店舗等の企業誘致や雇用の拡

大」が最も多く、次いで「商業の振興（商店街や個人商店の活性化など

）」、「観光の振興や観光客誘致の取り組み」が多くなっている。  

年齢別にみてもこの３つが多くなっているが、 18〜 49才は「観光の振

興や観光客誘致の取り組み」が最も多くなっている。  

中之条町が活性化するためには、町は今後どのようなことに力を入

れたらよいと考えますか？  あてはまる番号３つまで〇印を付けてくださ

い。【新設】  

問 19 

Ｈ  産業の振興・町の活性化のための施策についてお伺いします 



－45－ 

 1．家族や親
族と連絡方
法を決めて
いる

 2．保存飲料
水を備蓄して
いる

 3．食料品を
備蓄している

 4．非常持ち
出し袋を用
意している

 5．家財や家
具が倒れにく
くしたり、補
強したりして
いる

 6．避難場所
や経路を確
認している

 7．地域の防
災訓練に参
加している

 8．特に行っ
ていない

 9．その他

合　計

１．18～29才 7 11 14 10 7 12 1 16 1 79

２．30～39才 9 14 16 13 10 13 4 12 0 91

３．40～49才 18 19 19 12 9 10 3 19 0 109

４．50～59才 17 28 24 14 9 15 2 35 1 145

５．60～69才 31 40 44 29 19 32 9 57 0 261

６．70才以上 61 66 72 56 36 67 14 95 0 467

無記入 2 2 2 1 0 3 1 4 1 16

合　計 145 180 191 135 90 152 34 238 3 1,168

1．家族や親族と連絡方法を決めている

2．保存飲料水を備蓄している

3．食料品を備蓄している

4．非常持ち出し袋を用意している

5．家財や家具が倒れにくくしたり、補強したりしている

6．避難場所や経路を確認している

7．地域の防災訓練に参加している

8．特に行っていない

9．その他

0 100 200 300
（票）

１．18～29才 ２．30～39才 ３．40～49才 ４．50～59才

５．60～69才 ６．70才以上 無記入

 

 

 

 

 

  

全体的にみると、「特に行っていない」が最も多く、次いで「食料品

を備蓄している」、「保存飲料水を備蓄している」が多くなっている。  

年齢別にみても同じ傾向だが、 30〜 39才は「食料品を備蓄している」

が最も多くなっている。  

あなたは日ごろから災害に備え、どのような準備を行っています

か？また、近年の災害をきっかけにして、新たに準備を始めたもの

はありますか ? あてはまる番号すべて選んでください。【新設】  

問 20 

Ｉ  防災・防犯対策についてお伺いします 



－46－ 

１．18～29才

２．30～39才

３．40～49才

４．50～59才

５．60～69才

６．70才以上

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1．住民によるパトロール 2．近所の人のつながりや助け合いを深める

3．防犯活動団体の活動を活発化する（防犯協会など） 4．防犯灯や街路灯を増やす

5．防犯カメラの設置 6．警察官によるパトロール強化

7．特にない、わからない 8．その他

無記入

1．住民によ
るパトロー
ル

2．近所の
人のつなが
りや助け合
いを深める

3．防犯活
動団体の活
動を活発化
する（防犯
協会など）

4．防犯灯
や街路灯を
増やす

5．防犯カメ
ラの設置

6．警察官
によるパト

ロール強化

7．特にな
い、わから

ない

8．その他

無記入 合　計

１．18～29才 0 8 1 21 15 1 2 1 0 49

２．30～39才 2 6 2 12 13 5 4 0 0 44

３．40～49才 1 8 1 16 21 6 3 0 1 57

４．50～59才 3 10 3 27 22 14 4 0 1 84

５．60～69才 0 36 1 21 42 24 12 3 2 141

６．70才以上 1 89 4 24 70 26 18 3 7 242

無記入 0 3 0 3 1 1 1 0 2 11

合　計 7 160 12 124 184 77 44 7 13 628

 

 

  

全体的にみると、「防犯カメラの設置」が最も多く、次いで「近所の

人のつながりや助け合いを深める」が多くなっている。  

年齢別にみると、 18〜 29才及び 50〜 59才は「防犯灯や街路灯を増やす

」が、 70才以上は「近所の人のつながりや助け合いを深める」が最も多

くなっている。  

あなたは、犯罪を防止するために、地域や行政がどのような取り組

みをしたらよいと思いますか？  あてはまる番号１つに○印を付けてく

ださい。【新設】  

問 21 



－47－ 

1．自主的に
参加してい
る

2．求められ
れば参加す
る

3．参加した
いが時間や
暇がない

4．内容に
よっては参
加する

5．全く関心
がない

無記入 合　計

１．18～29才 3 12 6 15 12 1 49

２．30～39才 2 12 12 13 5 0 44

３．40～49才 5 12 12 19 9 0 57

４．50～59才 3 18 11 30 20 2 84

５．60～69才 6 46 15 54 18 2 141

６．70才以上 26 64 14 104 22 12 242

無記入 0 2 1 4 1 3 11

合　計 45 166 71 239 87 20 628

1．自主的に参加している

2．求められれば参加する

3．参加したいが時間や暇がない

4．内容によっては参加する

5．全く関心がない

0 100 200 300
（票）

１．18～29才 ２．30～39才 ３．40～49才

４．50～59才 ５．60～69才 ６．70才以上

 

 

 

 

  

全体的にみると、「内容によっては参加する」が最も多くなっている｡ 

年齢別にみても同じ傾向になっている。（概ね前回同様）  

Ｊ  住民参加・連携についてお伺いします 

地域の「まちづくり」や「コミュニティ (地域社会 )づくり」など

の活動や運動への参加について、あなたはどのようにお考えです

か？  あてはまる番号１つに○印を付けてください。  

問 22 



－48－ 

1．自主的に参加している

2．求められれば参加する

3．参加したいが時間や暇がない

4．内容によっては参加する

5．全く関心がない

0 20 40 60
（％）

令和６年度

［今 回］

令和元年度

平成26年度

 

 

  経年的に増加しているのは、「全く関心がない」である。  

経年的に減少しているのは、「内容によっては参加する」、「参加した

いが時間や暇がない」である。（概ね前回同様）  

経
年
変
化 



－49－ 

1.町民懇談会の開催

2．まちづくりのための交流の場（情報発信基地）の設置

3．企画段階からの情報提供や情報公開

4．まちづくり啓発事業

5．町職員の意識改革

6．広報・ホームページ・ＳＮＳ等の情報発信を増やす

7.その他

0 100 200 300
（票）

１．18～29才 ２．30～39才 ３．40～49才

４．50～59才 ５．60～69才 ６．70才以上

1.町民懇談会
の開催

2．まちづくりの
ための交流の
場（情報発信
基地）の設置

3．企画段階か
らの情報提供
や情報公開

4．まちづくり啓
発事業

5．町職員の意
識改革

6．広報・ホー
ムページ・ＳＮ
Ｓ等の情報発
信を増やす

7.その他

合　計

１．18～29才 5 17 15 5 9 22 4 77

２．30～39才 6 6 14 7 12 15 0 60

３．40～49才 2 11 18 9 17 22 1 80

４．50～59才 5 18 28 12 13 34 5 115

５．60～69才 16 34 53 22 36 38 5 204

６．70才以上 40 76 74 37 54 55 5 341

無記入 1 0 5 2 6 1 0 15

合　計 75 162 207 94 147 187 20 892

 

 

 

 

 

  
全体的にみると、「企画段階からの情報提供や情報公開」が最も多く､

「広報・ホームページ・ＳＮＳ等の情報発信を増やす」が続いている。  

年齢別にみると、 18～ 59才は「広報・ホームページ・ＳＮＳ等の情報

発信を増やす」、 70代は「まちづくりのための交流の場（情報発信基地

）の設置」が多くなっている。  

町が住民参画を図るには、どのような取り組みをすべきですか？ 
あてはまる番号に２つまで○印を付けてください。 

問 23 



－50－ 

1.町民懇談会の開催

2．まちづくりのための交流の場（情報発信基地）の設置

3．企画段階からの情報提供や情報公開

4．まちづくり啓発事業

5．町職員の意識改革

6．広報・ホームページ・ＳＮＳ等の情報発信を増やす

7.その他

0 10 20 30
（％）

令和６年度

［今 回］

令和元年度

平成26年度

 

 

 

  

経年的に増加しているのは、「広報・ホームページ・ SNS等の情報発信

を増やす」である。なお、今回” SNS”を追記している。年齢別にみる

と、 30～ 39才は「まちづくりのための交流の場（情報発信基地）の設置

」が約 16％減少している。「町職員の意識改革」は全体でみると経年的

に微減であるが、 30～ 39才をみると約 12％増加している。  

また、 40〜 59才は「広報・ホームページ・ＳＮＳ等の情報発信を増や

す」が約８％増加している。  

経
年
変
化 

※ 「 広 報 ・ ホ ー ム ペ ー ジ ・ Ｓ Ｎ Ｓ 等 の 情 報 発 信 を 増 や す 」 は 、 前 回 の 選 択 肢 に “ Ｓ Ｎ Ｓ ”

を 追 記 変 更 し て い る 。  



－51－ 

1．直接話しに行く

2．議員や地区の役員と話す

3．町民懇談会・委員会・説明会などに参加する

4．電話やFAXをする

5．手紙で投書する

6．今回のようなアンケートを行う

7．       (町の        )や電子メールを活用する

8．デジタル窓口（町のLINE公式アカウント）を活用する

9．その他

0 100 200 300
（票）

１．18～29才 ２．30～39才 ３．40～49才 ４．50～59才

５．60～69才 ６．70才以上 無記入

1．直接話し
に行く

2．議員や地
区の役員と
話す

3．町民懇談
会・委員会・
説明会など
に参加する

4．電話や
FAXをする

5．手紙で投
書する

6．今回のよ
うなアンケー
トを行う

7．       
(町の   
     )や電子
メールを活用
する

8．デジタル
窓口（町の
LINE公式ア
カウント）を
活用する

 9．その他

合　計

１．18～29才 0 1 3 1 3 31 14 18 3 74

２．30～39才 6 6 6 4 2 16 18 12 0 70

３．40～49才 5 7 7 2 0 25 23 24 1 94

４．50～59才 8 11 14 1 4 28 21 25 2 114

５．60～69才 19 40 28 13 6 53 28 25 1 213

６．70才以上 33 85 79 14 16 72 21 15 5 340

無記入 1 3 3 0 0 5 0 1 2 15

合　計 72 153 140 35 31 230 125 120 14 920

 

 

 

 

  全体的にみると、「今回のようなアンケートを行う」が最も多く、「議

員、地区の役員と話す」が続いている。  

年齢別にみても同じ傾向だが、 30〜 39才は「インターネット (町のホ

ームページ )や電子メールを活用する」、 70才以上になると「議員、地区

の役員と話す」が多くなっている。（概ね前回同様）  

また、今回、「デジタル窓口（町の LINE公式アカウント )を活用する」

を新たに選択肢に追加したが、全体の５番目になっている。  

あなたが、町政に参加しやすいのはどの方法ですか？  
あてはまる番号に２つまで○印を付けてください。  

問 24 



－52－ 

1．直接話しに行く

2．議員や地区の役員と話す

3．町民懇談会・委員会・説明会などに参加する

4．電話やFAXをする

5．手紙で投書する

6．今回のようなアンケートを行う

7．       (町の        )や電子メールを活用する

8．デジタル窓口（町のLINE公式アカウント）を活用する

9．その他

0 10 20 30 40
（％）

令和６年度

［今 回］

令和元年度

平成26年度

 

  経年的に増加しているのは、「町民懇談会・委員会・説明会に参加す

る」である。  

経年的に減少しているのは、「今回のようなアンケートを行う」、「イ

ンターネット（町のホームページ）や電子メールを活用する」である。  

なお、年齢別にみると、 60才以上は前回と今回で変化がみられないた

め、若い年齢に比べて関心が低いかもしれない。（概ね前回同様）  

経
年
変
化 

※ 「 デ ジ タ ル 窓 口 （ 町 の L INE公 式 ア カ ウ ン ト ） を 活 用 す る 」 は ､今 回 新 た に 設 定 し た 選 択 肢 で あ る ｡  



－53－ 

1．町民に分かりやすく、効率的な組織・機構づくり

2．行政組織をスリム化する

3．行政が行うべき業務量や業務範囲を見直す

4．町民参画による事業の検討・実施

5．町が行う業務や公共施設の運営を民間や住民団体に委託する

6．助成金や補助金制度を見直す（適正化）

7．町有施設の使用料や手数料を見直す（適正化）

8．町有地や公共施設の整理・合理化・有効活用

9．職員の意識改革や能力向上などの人材育成

10．職員数の削減、人件費の抑制

11.専門職の育成や専門人材の確保

12.民間的経営センスの導入強化

13．町政策評価や事業評価を導入する、行政評価の推進

14．.情報通信技術を使った、分かりやすい情報提供・開示

15．デジタル技術を有効的に活用する、ＤＸの推進

16．窓口サービスの向上（申請や届出などの簡素化）

17．近隣市町村との連携、効率的な広域連携事務の推進

18．その他

0 100 200 300

（票）

１．18～29才 ２．30～39才 ３．40～49才 ４．50～59才

５．60～69才 ６．70才以上 無記入

 

 

 

  

全体的にみると、「町民に分かりやすく､効率的な組織・機構づくり」

が最も多く、次いで、「職員の意識改革や能力向上などの人材育成」、「

窓口サービスの向上（申請や届出などの簡素化）」が多くなっている｡ 

年齢別にみても同じ傾向になっている。  

Ｋ  行政サービスと住民負担のあり方についてお伺いします 

行財政改革に取り組むには、どのようなことに重点をおくべきと思

いますか？  あてはまる番号３つまで○印を付けてください。【選択肢新設】  

問 25 



－54－ 

1．サービスが
高まるなら町
民全体で負担
すべき

2．個々の利用
者（例えば施
設利用者）が
料金等として
負担すべき

3．住民の参画
により負担を
軽減すべき

4．負担が増加
するならば
サービス向上
は望まない

5．その他

無記入 合　計

１．18～29才 18 8 6 16 0 1 49

２．30～39才 11 20 5 6 2 0 44

３．40～49才 17 18 11 9 2 0 57

４．50～59才 31 28 8 11 2 4 84

５．60～69才 34 53 21 26 1 6 141

６．70才以上 66 76 51 27 3 19 242

無記入 2 4 1 2 0 2 11

合　計 179 207 103 97 10 32 628

1．サービスが高まるなら町民全体で負担すべき

2．個々の利用者（例えば施設利用者）が料金等とし

て負担すべき

3．住民の参画により負担を軽減すべき

4．負担が増加するならばサービス向上は望まない

5．その他

0 100 200 300
（票）

１．18～29才 ２．30～39才 ３．40～49才

４．50～59才 ５．60～69才 ６．70才以上

 

 

 

 

 

  全体的にみると、「個々の利用者（例えば施設利用者）が料金等とし

て負担すべき」が最も多く、次いで「サービスが高まるなら町民全体で

税負担すべき」が多くなっている。  

年齢別にみても同じ傾向だが、 18〜 29才及び 50～ 59才は「サービスが

高まるなら町民全体で税負担すべき」が最も多くなっている。  

今後、新たな施設整備や福祉対策などを充実していくにあたり、町民の負

担が増える場合、どのように考えますか？ あてはまる番号１つに○印を付け

てください。 

問 26 



－55－ 

1．サービスが高まるなら町民全体で負担すべき

2．個々の利用者（例えば施設利用者）が料金等とし

て負担すべき

3．住民の参画により負担を軽減すべき

4．負担が増加するならばサービス向上は望まない

5.その他

0 10 20 30 40
（％）

令和６年度

［今 回］

令和元年度

平成26年度

 

 

 

  

経年的に増加しているのは、「サービスが高まるなら町民全体で負担

すべき」である。  

経年的に減少しているのは、「住民の参画により負担を軽減すべき」、

「負担が増加するならばサービス向上は望まない」である。  

年齢別にみると、 18〜 29才は「個々の利用者（例えば施設利用者）が

料金等として負担すべき」が約 27％減少し、「負担が増加するならばサ

ービス向上は望まない」が約 20％増加しており、新たな負担は望んでい

ないようにみえる。  

経
年
変
化 



－56－ 

1．知ってい
る

2．聞いたこ
とがある

3．知らない 無記入
合　計

ア．男女共同参画社会 271 206 128 23 628

イ．仕事と生活の調和 （ワーク・ライフ・バランス） 267 209 126 26 628

ウ．社会的性別 （ジェンダー） 376 164 63 25 628

エ．ＬＧＢＴＱ （セクシャルマイノリティの総称） 360 191 54 23 628

オ．性的役割分担意識 289 203 115 21 628

カ．アンコンシャス・バイアス 77 117 411 23 628

ア．男女共同参画社会

イ．仕事と生活の調和 （ワーク・ライフ・バランス）

ウ．社会的性別 （ジェンダー）

エ．ＬＧＢＴＱ （セクシャルマイノリティの総称）

オ．性的役割分担意識

カ．アンコンシャス・バイアス

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1．知っている 2．聞いたことがある 3．知らない 無記入

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体的にみると、「知っている」及び「聞いたことがある」で、概ね

80％になっている。  

「アンコンシャス・バイアス」については、「知らない」が最も多く

なっている。  

あなたは、次の言葉を知っていますか？それぞれの項目について○

印を付けてください。【新設】  
問 27 

Ｌ  男女共同参画についてお伺いします 



－57－ 

1．男性の方
が非常に優
遇されてい
る

2．どちらか
といえば男
性の方が優
遇されてい
る

3．平等 4．どちらか
といえば女
性が優遇さ
れている

5．女性の方
が非常に優
遇されてい
る

6．わからな
い

無記入 合　計

ア．家庭生活で 47 256 205 38 8 41 33 628

イ．職場で 57 232 177 34 4 74 50 628

ウ．学校教育の場で 10 83 320 17 1 142 55 628

エ．地域で 52 238 178 27 2 89 42 628

オ．政治の場で 172 240 94 9 1 64 48 628

カ．法律や制度の上で 57 165 234 19 9 100 44 628

キ．社会通念・習慣・しきたりなどで 110 308 83 16 4 65 42 628

ア．家庭生活で

イ．職場で

ウ．学校教育の場で

エ．地域で

オ．政治の場で

カ．法律や制度の上で

キ．社会通念・習慣・しきたりなどで

0% 50% 100%

1．男性の方が非常に優遇されている 2．どちらかといえば男性の方が優遇されている

3．平等 4．どちらかといえば女性が優遇されている

5．女性の方が非常に優遇されている 6．わからない

無記入

 

 

 

  

下にあげるすべての分野で「男性の方が非常に優遇されている」と「

どちらかといえば男性の方が優遇されている」の合計が、「女性の方が

非常に優遇されている」と「どちらかといえば女性の方が優遇されてい

る」の合計を上回っている。  

一方、「平等」が最も多くなっている分野は、「学校教育の場で」及び

「法律や制度の上で」である。  

あなたは、今からあげるような分野で男女の地位は平等になっていると思

いますか？あなたの気持ちに近いものに〇印を付けてください。【新設】  
問 28 



－58－ 

１．18～29才

２．30～39才

３．40～49才

４．50～59才

５．60～69才

６．70才以上

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1．男性が優遇されている 2．どちらかと言えば男性が優遇されている

3．平等 ４．どちらかと言えば女性が優遇されている

5．女性が優遇されている 6．わからない

無記入

1．男性が優
遇されている

2．どちらかと
言えば男性
が優遇され
ている

3．平等 ４．どちらか
と言えば女
性が優遇さ
れている

5．女性が優
遇されている

6．わからな
い

無記入 合　計

１．18～29才 3 12 13 1 0 19 1 49

２．30～39才 4 13 11 0 0 15 1 44

３．40～49才 9 12 17 1 1 17 0 57

４．50～59才 4 38 13 1 0 25 3 84

５．60～69才 16 61 27 2 0 33 2 141

６．70才以上 21 99 56 1 0 46 19 242

無記入 0 5 2 0 0 1 3 11

合　計 57 240 139 6 1 156 29 628

 

 

 

  

全体的にみると、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が

最も多く、次いで「わからない」が多くなっている。  

年齢別にみると、 18〜 49才は「わからない」が、 50才以上は「どちら

かといえば男性の方が優遇されている」が最も多くなっている。  

中之条町の社会全体をみたとき、男女の地位は平等になっていると

思いますか？  あてはまる番号１つに○印を付けてください。【新設】  
問 29 



－59－ 

1．暴力をふるった相手に抗議した

2．家族・身近な人・友人に相談した

3．公的な相談機関（町どの窓口）にした

4．警察に訴えた

5．仕方ないと思い、何もしなかった

6．怖 くて何もできなかった

7．世間体や今後の不利益を考えると何もできなかった

0 5 10 15
（票）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体的にみると、「テレビや新聞などで､問題になっていることを知っ

ている」が最も多く、次いで「身近にはいなが、そうした話を聞ことあ

る」が多くなっている。年齢別にみても同じ傾向になっている。  

あなたは、これまでに「夫・妻・恋人など親しい間柄にある男女間の暴

力」（ドメスティック・バイオレンス…ＤＶ）について、経験したり見

聞きしたことがありますか？  あてはまる番号すべて選んでください。【新設】 

問 30 

全体的にみると、「家族・身近な人・友人に相談した」が最も多く、

次いで「仕方ないと思い、何もしなかった」が多くなっている。  

（問 30 で）「１．暴力を受けたことがある」と答えた方へ  

暴力を受けたとき、あるいはその後、どのような対応をしましたか？  
あてはまる番号すべて選んでください。【新設】  

問 30 

－ａ 

1．暴力を受けたことがある

2．身近に暴力を受けた人がいる

3．暴力を受けた人から相談されたことがある

4．身近にはいなが、そうした話を聞ことある

5．テレビや新聞などで 問題になっていることを知っている

6．経験したり見聞きしたことはない

7．その他

0 100 200 300 400
（票）



－60－ 

１．18～29才

２．30～39才

３．40～49才

４．50～59才

５．60～69才

６．70才以上

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1．仕事を優先している 2．家庭を優先している

3．プライベートな時間を優先している ４．仕事と家庭を同程度優先している

5．仕事とプライベートな時間を同程度優先している 6．家庭とプライベートな時間を同程度優先している

7．３つ（仕事・家庭・プライベートな時間）とも同程度である 無記入

1．仕事を優
先している

2．家庭を優
先している

3．プライベー
トな時間を優
先している

４．仕事と家
庭を同程度
優先している

5．仕事とプラ
イベートな時
間を同程度
優先している

6．家庭とプラ
イベートな時
間を同程度
優先している

7．３つ（仕
事・家庭・プ
ライベートな
時間）とも同
程度である

無記入 合　計

１．18～29才 7 3 23 1 6 2 5 2 49

２．30～39才 5 10 6 6 4 6 7 0 44

３．40～49才 13 15 7 10 3 5 3 1 57

４．50～59才 14 15 5 20 5 4 15 6 84

５．60～69才 30 22 15 20 11 16 21 6 141

６．70才以上 27 59 32 36 12 27 24 25 242

無記入 1 1 1 1 0 0 4 3 11

合　計 97 125 89 94 41 60 79 43 628

 

 

 

  

全体的にみると、「家庭を優先している」が最も多く、次いで「仕事

を優先している」が多くなっている。  

年齢別にみると、 18〜 29才は「プライベートな時間を優先している」

が、 50〜 59才は「仕事と家庭を同程度優先している」が、 60〜 69才は「

仕事を優先している」が最も多くなっている。  

あなたの生活で、仕事・家庭（家事や育児）・プライベートな時間

（趣味など）の優先度を教えてください。あなたの気持ちにもっと  

も近いものはどれですか？  あてはまる番号１つに○印を付けてください｡【新設】 

問 31 



－61－ 

1．家事

2．育児（学校行事や子供会への参加も含む）

3．介護

4．地域の行事や役員

5．仕事

6．その他

0 100 200 300 400
（票）

１．18～29才 ２．30～39才 ３．40～49才

４．50～59才 ５．60～69才 ６．70才以上

1．家事 2．育児（学校
行事や子供会
への参加も含
む）

3．介護 4．地域の行事
や役員

5．仕事 6．その他

合　計

１．18～29才 31 27 13 14 13 2 100

２．30～39才 23 25 9 16 11 3 87

３．40～49才 40 40 15 25 22 1 143

４．50～59才 55 37 31 37 22 0 182

５．60～69才 82 58 59 72 24 3 298

６．70才以上 153 74 68 100 37 10 442

無記入 6 4 4 8 2 0 24

合　計 390 265 199 272 131 19 1,276

 

 

 

  

全体的にみると、「家事」が最も多く、次いで「地域の行事や役員」

が多くなっている。  

年齢別にみても同じ傾向だが、 30〜 39才は「育児（学校行事や子供会

への参加も含む）」が最も多くなっている。  

あなたの生活で、性別により役割が決められていると感じる場面が  

ありますか？  あてはまる番号すべて選んでください。【新設】  
問 32 



－62－ 

1．災害に強い町

2．環境にやさしい町

3．観光の町

4．農業が盛んな町

5．商工業が盛んな町

6．教育が充実した町

7．子育てがしやすい町

8．お年寄りが暮らしやすい町

9．子どもや若者が暮らしやすい町

10．交通の便利な町

11．伝統や文化を大切にし、活かす町

12．国際化が進んだ町

13．その他

0 100 200 300 400 500
（票）

１．18～29才 ２．30～39才 ３．40～49才 ４．50～59才

５．60～69才 ６．70才以上 無記入

1．災害に
強い町

2．環境に
やさしい
町

3．観光の
町

4．農業が
盛んな町

5．商工業
が盛んな
町

6．教育が
充実した
町

7．子育て
がしやす
い町

8．お年寄
りが暮らし
やすい町

9．子ども
や若者が
暮らしや
すい町

10．交通
の便利な
町

11．伝統
や文化を
大切にし、
活かす町

12．国際
化が進ん
だ町

13．その
他

合　計

１．18～29才 20 17 17 8 13 15 32 21 34 27 12 2 0 218

２．30～39才 19 13 16 9 8 19 27 20 29 19 10 6 0 195

３．40～49才 26 24 26 10 15 17 34 34 33 30 18 10 4 281

４．50～59才 45 30 28 11 14 19 40 51 54 50 23 3 1 369

５．60～69才 74 50 52 36 38 45 77 103 80 74 39 13 5 686

６．70才以上 130 110 84 70 66 82 121 179 122 134 75 20 2 1,195

無記入 5 3 1 2 2 3 4 7 4 7 2 0 0 40

合　計 319 247 224 146 156 200 335 415 356 341 179 54 12 2,984

 

 

 

 

全体的にみると、「お年寄りが暮らしやすい町」が最も多く、次いで

「子どもや若者が暮らしやすい町」が多くなっている。  

年齢別にみると、 18〜 39才及び 50〜 59才は「子どもや若者が暮らしや

すい町」が最も多くなっている。  

中之条町を「住みたい町・住み続けたい町」にするために、あなた

が考える『未来の中之条町』の方向性（理想の将来像）について、

あてはまる番号すべて選んでください。【新設】  

問 33 

Ｍ  中之条町の今後の在り方についてお伺いします 


